
 

 

 

   

 

緑豊かな山々やラムサール条約湿地に登録されている名勝「三方

五湖」をのぞむ同校。縄文博物館や里山里海湖研究所などの学習施

設が周辺に点在する恵まれた環境の中で、児童は住民や大学、漁協、

行政とともにさまざまな美化活動に取り組んでいる。 

地域に貢献する取り組みの一環として始めたのが、三方五湖のひ

とつ、三方湖の湖岸清掃活動。全校児童と地域住民あわせて 200人

以上が参加する一大行事で、湖岸に散乱しているペットボトルや空

き缶、漂着ごみなどを分別しながら時間をかけて回収する。 

その湖につながる川の上流で 8年前から行っているのが、有機栽

培・無農薬の米づくりだ。農家や住民の協力のもと、児童は、畦塗

りや田植え、草取り、稲刈りを行う。こうした一連の工程を経て湖

と田んぼのつながりを深く学ぶかたわら、田んぼでコイやフナを卵

から生育し、その稚魚を湖に通じる川へ放流する活動にも取り組む。 

湖や田んぼが命の源となり、生き物の「ゆりかご」になっている

ことを実感した児童は、育てた米を「ゆりかご米」と命名。地域の

ブランド米として、行政の協力を得ながら米の販売活動にも携わる。

農薬を使用しないゆりかご米づくりは、すべて手作業で手間がかか

る反面、河川や田んぼの水質改善、湖において多様な資源繁殖が見

られるようになった。 

里山里海湖研究所の相談員、小嶋明男さんは、「湖岸清掃活動や

ゆりかご米づくりを通して、環境意識が向上しただけではなく、地

域の農業、漁業、行政、研究者といった各分野のスペシャリストた

ちとのつながりができ、学校を支える人的環境も整った」とメリッ

トを強調する。 

そうした住民との交流の中で感謝の気持ちが芽生えた児童は、地

域の一員として湖を守る使命感を抱くようになった。湖と自分の生

活がつながりあって共生していることを、三方五湖の世界農業遺産

認定を目指すシンポジウム等で広く発信、地域の活性化を支えなが

ら、ふるさとを誇りに思う豊かな心を養っている。 

 

湖岸清掃と無農薬の米作りで環境、生き物、地域との共生を学ぶ 

農林水産大臣賞  福井県 若狭町立三方小学校 

福井県若狭町立三方（みかた）小学校 

 

学校長：石地 弘（いしじ ひろむ） 

児童数：126名（2017年 11月末現在） 

住所：福井県三方上中郡若狭町三方 50号 9番地 

電話：0770-45-0019 

アクセス：JR「三方」駅より徒歩約 10分 

 

写真上：三方湖の湖岸清掃活動、上から 2番目

左：田んぼで育てた稚魚を湖に通じる川へ放流、

右：刈った稲を干す作業を住民に教わる、上か

ら 3番目：「ゆりかご米」をＰＲしながら販売、

下：世界農業遺産関連シンポジウムで発信する 


